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ま え が き 

 

 近年、三大都市圏と非三大都市圏の経済格差は拡大するばかりであり、それに伴った非三

大都市圏からの人口流出は留まるところを知らないといわれている。実際、三大都市圏と非

三大都市圏の経済格差はかなりの長期に渡って温存されたままであるし、非三大都市圏から

の流出超過状況も過去 10 年以上に渡って継続している。 

 なぜ、このような事態が生じているのであろうか。標準的な経済学の議論にしたがえば、

経済格差の存在は人や企業の移動を通じて解消されるはずであり、経済格差の解消に伴って

人口流出も抑制されるはずである。 

 このような事態を引き起こしている原因としては、人口流出には外部不経済が伴われるこ

と、および、非三大都市圏への企業進出が十分には進んでいないことが挙げられるかと思わ

れる。仮に、三大都市圏と非三大都市圏間の経済格差やそれと表裏の関係にある人口流出が、

市場メカニズムによってスムースに解消されないのであれば何らかの政策的対応が必要とな

る。 

 このような場合の対応策としては、これまでは、政府支出による雇用創出策や企業誘致を

はじめとした外発的雇用創出策などの手段が利用されてきた。しかしながら、財政再建に取

り組む必要があることや、グローバル化が進展していることを踏まえると、これら手段を今

後とも利用し続けていくことには限界がある。だとすれば、何らかの代替手段についても検

討しておくことが重要になってこよう。 

 そこで本報告書では、非三大都市圏への U・I ターンを促進することにより経済格差の問題

や人口減少問題の解消に寄与できるのではないかという観点から、非三大都市圏への U・I

ターン促進策、および、U・I ターン者を活用した非三大都市圏における内発的雇用創出活性

化の可能性について検討した。 

 前者の課題を検討することは、非三大都市圏における人口減少問題に直接関連するばかり

ではなく、域内の消費拡大を通じた雇用条件の改善にも繋がり得ると考えられる。後者の課

題を検討することにより、U・I ターン者が内発的雇用創出にも役立ち得ることが示されたの

であれば、U・I ターンの促進にはこの種の意義も備わっていることとなる。 

 本報告書での議論が、非三大都市圏の活性化に役立てば幸いである。 
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